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第４４回	 千石会総会・懇親会（令和７年）	

	

第４４回千石会総会	

令和７年１１月７日（金）午後４時から、共創イノベーション棟２階会議室１におい

て総会が開催されました。	

	

１．開会（集合写真撮影）	

議事に入る前に会場室内で集合写真の撮影が行われ、その後、森椙総務幹事の司会

で総会が開始され、冒頭、亀井会長から挨拶が行われた。	

	

２．議事	

（１）役員の改選について	

	 	 亀井会長から、７月２５日開催の役員会で審議・決定した１０月１日付け役員体制

について、次のとおり報告があった。	

① 竹村会長が会則上の定年により９月末で退任され、後任に亀井副会長を選出した	
こと。	

② 会長に選出された亀井副会長の後任に、白井協議員を選出したこと。	
③ 川北会計幹事が任期満了により９月末で退任され、後任に村上監査幹事を選出し	
たこと。	

④ 会計幹事に選出された村上監査幹事の後任に、住吉協議員を選出したこと。	
	

その後、９月末をもって役員を退任された竹村さんから退任挨拶（川北さんは欠席）

が、役職異動のあった住吉さんから就任挨拶（白井さん、村上さんは欠席）が行われ

た。	

	

（２）会員の動向について	

①	 叙勲受章者について	

昨年の総会以降、叙勲を受章された千石会会員はいない旨の報告があった。	

	 ②	 物故者について	

昨年の総会以降に連絡のあった物故者について報告があり、弔意を表すため黙祷

が捧げられた。	 	 	

	 	 （物故者）	

	 	 建本	 信雄	 	 令和６年	 ２月	 	 	 	 ご逝去	

	 	 金田	 	 昇	 	 令和６年１０月１０日	 ご逝去	

	 	 井森	 	 武	 	 令和７年	 ６月２８日	 ご逝去	

③	 会員の増減及び会員数について	

亀井会長から、正会員及び賛助会員の増減について、退会申出者６名、任意退会

者４名、賛助会員７名の退会があったこと、新規入会者は正会員に今年３月末の定
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年退職者から１名の入会があり、これにより正会員２３０名、賛助会員３２名とな

り、合計で２６２名の会員数であるとの報告があった。	

また、会員の増加対策として、新規定年退職者への入会案内や賛助会員の勧誘、

さらに役員から顔見知りの方に声掛けなどを実施しているが、思うようには入会に

至っていないとの報告があり、本日出席の皆様からも知り合いの方に積極的な入会

案内をお願いしたいとの要請があった。	

	

（３）令和６年度「千石会」会計報告	

	 	 亀井会長から、令和６年度収支決算報告書に基づき報告があった。続いて住吉監査	

幹事から監査結果について報告があり、審議の結果、異議なく承認された。	

	

（４）千石会の今後の在り方に関する役員会での検討状況について	

	 	 千石会の会員減少が続く中、千石会の運営を支援いただいている大阪大学総務部総

務課総務係の担当者の異動（後任補充無し）を踏まえ、役員会として検討してきた千

石会の在り方や活動規模縮小案について説明し、種々意見交換を行った。	

	 	 協議の結果、千石会の活動規模縮小については、社会情勢の変化に伴いやむを得な

いが、総会・懇親会は毎年開催する方針とした（ただし、出席者数により中止も可）。	

また、各種案内等はメールを利用するなど省力化を図りながら、継続して大学の支

援をいただけるよう、今後の調整については役員会に一任いただくこととした。	

	

３．大阪大学の近況報告	

千石会顧問の井上理事・副学長が出張により欠席のため、歯学研究科の吉田事務部

長から、大阪大学の近況報告と題して、昨年の総会以降の大阪大学の現状等について

詳細な報告と寄附についての案内があった。	

	

第４４回千石会懇親会	

総会終了後、コンベンションセンターの西側ポプラ通りの食堂「NSSOL	Café（エヌエ

スソル	カフェ）」に会場を移し、会員２５名の参加のもと懇親会が開催された。	

亀井会長の進行により、開会挨拶の後、参加者で最年長者の辻	仁さんの乾杯で懇親

会が始まり、１年ぶりとなる再会に、会員がお互いの近況を語り合うなど終始和やかな

雰囲気に包まれた。会の中盤には、恒例となっている「お楽しみ抽選会」が行われ、会

場は大いに盛り上がり、最後に森椙総務幹事から締めの挨拶があり、来年の再会を約束

して盛会裏のうちに終了した。	


